
採石場跡地の有効活用と
現況復旧への取り組み

軽米建設発生土受入場
－LANDREUSE事業－



会社紹介ビデオ



会社概要

会社名 ：株式会社アルバライフ

設 立 ：1984年（昭和59年）4月

※前身の佐藤建設工業株式会社で採石事業が開始され

1980年～2018年の38年間にわたり採取が行われました。

所在地 ：岩手県二戸市

事業内容：総合建設業・一級建築士事務所

土木構造物の施工及び建築物の設計・施工

残土受入業務

企業目標：「お客様に満足と信頼の提供」



軽米建設発生土受入場概要

• 名 称 軽米建設発生土受入場

• 所在地 岩手県九戸郡軽米町大字山内第
９地割３０

• 受入容量 75万㎥

• 受入費 800円/t ※1,200円/㎥

• 受入可能建設発生土（第１～４種発生土）

• 休場日 当社営業カレンダーによる

• 受入時間：午前８時３０分～午後４時30分
※事前予約が必要



背景と課題と建設発生土受入事業開始までの流れ

• 採石終了後の広大な跡地の現状復旧の課題

多額の費用が見込まれる

• これを解決する手段として、産業廃棄物の最終処分場として計画

隣接する河川への汚染リスクや地元の反対があり断念した。

• 全国で頻発する豪雨による土砂災害や自然の脅威、静岡県で発生した
不適切な盛り土や、残土の不法投棄による社会的なリスクにより盛土規
制法が施行

採石跡地を適切な受け入れ先として事業化することにより、リスク
の低減が図れるとともに料金をいただきながら採石跡地の埋め戻
しが行える。また、廃棄物ではない発生土のみを受入するので汚染
リスクはないため環境への悪影響は生じない。



採石場跡地を建設発生土受入場にするまでの流れ

 岩手県広域振興局二戸農林振興センターへの林地開発許可
変更届

 岩手県広域振興局保険福祉環境部への岩石採取計画認可
※採石の採取は行わないが現況復旧までは、採石場としての
運用を継続する必要があるので、この２つの書類の提
出が必要。

※埋立完了、敷地緑化の完了を2044年として計画
 建設発生土受入場整備
計量システム、トラックスケール、操作ポストを導入し、
受入場と本社とのパソコン通信環境を整備



申込み～搬入までの流れ



申込み～搬入までの流れ



現場の計量状況遠隔確認

現場でトラックスケールに乗ると、車両の写真記録が残る。
本社事務所で、この映像がリアルタイムでも確認できる。



計量手順

荷台に荷物を載せたまま
計量して、かざしたＱＲ
コードに記録されている
車両重量との差を土量と
して扱う。

車両予約票



計量が終わったら受入場で荷下

事前に搬入予約していた
だいて、搬入日には受入
場に係員を配置して、荷
下ろし可能なものである
か確認をしたのち、荷下
ろし場所を指示する｡

荷下ろし後はトラックス
ケールに乗らずに退場す
る。



建設発生土受入証明書の発行

搬入事業者から建設発生土受入証明
の提出を求められた場合は､左記の書
式に必要事項を記入して提出する｡

受入れ土量の根拠として計量システム
から出力できる計量実績一覧表か契
約毎の元請事業者別契約書別集計表
の内訳の印刷データを添付する｡

建設発生土受入証明書



軽米建設発生土受入場周知及び広報活動

弊社活動を広く知っ
てもらうことを目的
に建設業界の専門新
聞（建設新聞、岩手
建設工業新聞）への
紹介記事を取り上げ
てもらいました。



以上が建設発生土受入事業の概要説明です。
ご静聴ありがとうございました。


